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組
合
員
か
ら
の
意
見
の
聴
取
と
話
し
合
い
を
行
い
、

Ｊ
Ａ
運
営
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
２
月
４
日

（
火
）
Ｊ
Ａ
本
所
２
階
会
議
室
に
て
、
第
15
回
事
業
運

営
委
員
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
①
令
和
７
年
度
事
業
計
画
の
基
本
的

考
え
方
に
つ
い
て
、
②
自
己
改
革
重
点
取
組
事
項
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の
後
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
貴
重
な
意
見
を
参
考
に
、
今

後
も
農
家
所
得
の
向
上
と
健
全
経
営
を
め
ざ
し
て
、

全
役
職
員
・
従
業
員
等
一
体
と
な
り
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す

《
意
見
・
要
望
》

①
吾
平
町
の
農
業
振
興
を
図
る
な
か
で
、
農
家
の
高

齢
者
や
増
加
す
る
耕
作
放
棄
地
の
問
題
等
を
踏
ま
え

る
と
、
今
後
、
農
協
の
農
業
管
理
セ
ン
タ
ー
の
役
割

と
い
う
の
は
非
常
に
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
と

思
う
。
そ
う
し
た
時
に
、
現
在
の
農
業
管
理
セ
ン
タ
ー

の
体
制
で
対
応
が
で
き
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
固
定

資
産
取
得
の
問
題
や
将
来
を
見
据
え
た
な
か
で
、
農

業
管
理
セ
ン
タ
ー
を
公
社
化
す
る
考
え
は
な
い
か
お

聞
き
し
た
い
。

【
回
　
答
】

　

昨
年
、
鹿
屋
市
農
業
公
社
へ
当
Ｊ
Ａ
も
今
後
ピ
ー

マ
ン
等
の
研
修
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
加
入
い
た

し
ま
し
た
。

　

農
業
管
理
セ
ン
タ
ー
の
公
社
化
は
、
現
状
と
し
て

人
手
不
足
や
経
営
上
の
問
題
、
ま
た
農
事
組
合
法
人

う
ま
し
さ
と
吾
平
と
の
連
携
を
強
化
し
、
管
理
運
営

す
る
計
画
の
た
め
、
現
段
階
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

《
意
見
・
要
望
》

②
大
隅
縦
貫
道
が
全
面
開
通
す
る
と
な
っ
た
場
合
、

今
後
、
Ａ
コ
ー
プ
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
ど
う
や
っ

て
運
営
し
て
い
こ
う
か
と
お
考
え
か
、
ビ
ジ
ョ
ン
を

お
聞
き
し
た
い
。

【
回
　
答
】

　

大
隅
縦
貫
道
は
近
い
将
来
、
全
面
開
通
す
る
予
定

と
言
わ
れ
て
お
り
、
当
Ｊ
Ａ
は
全
て
の
施
設
が
裏
通

り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

今
後
、
地
域
社
会
の
た
め
に
も
可
能
な
限
り
Ａ
コ
ー

プ
、
給
油
所
事
業
を
継
続
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
現
在
も
経
営
管
理
・
経
営
努
力
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
施
設
が
老
朽
化
し
て
き
て
い
ま
す
の

で
、
中
期
３
カ
年
計
画
の
な
か
で
協
議
・
検
討
し
な

が
ら
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

《
意
見
・
要
望
》

③
現
在
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
な
か
、

Ｊ
Ａ
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
オ
ー
ト
パ
ル
と
連
携

し
て
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た

な
か
、
鹿
屋
市
近
隣
の
多
く
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
店
頭
表
示
が
さ
れ
て
い
る

が
、
Ｊ
Ａ
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
も
利
用
者
に
安

心
し
て
利
用
し
て
貰
う
た
め
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
店

頭
表
示
を
行
う
べ
き
だ
と
思
う
が
、
そ
の
点
に
つ
い

て
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

【
回　

答
】

　

現
在
、
鹿
屋
市
・
垂
水
市
近
郊
等
、
低
価
格
の
セ

ル
フ
給
油
所
は
価
格
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
給

油
所
の
価
格
表
示
は
、
経
済
連
等
の
指
導
を
仰
ぎ
な

が
ら
慎
重
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
Ｊ
Ａ
独
自
の
給
油
所
・
オ
ー
ト
パ
ル
と

連
携
し
た
1
㍑
５
円
値
引
き
券
は
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
等
作
成

し
て
会
員
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

《
意
見
・
要
望
》

④
Ｊ
Ａ
の
肥
育
豚
セ
ン
タ
ー
（
養
豚
肥
育
経
営
安
定

事
業
）
か
ら
法
人
が
撤
退
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

養
豚
事
業
は
Ｊ
Ａ
の
農
産
物
取
扱
高
の
中
で
大
き
な

ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
。
今
後
、
肥
育
豚
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
ど
う
や
っ
て
運
営
し
て
い
く
の
か
、
考
え

を
お
聞
き
し
た
い
。

【
回
　
答
】

　

先
般
の
理
事
会
に
お
い
て
、
①
法
人
農
家
へ
の
賃

貸
、
②
経
済
連
直
営
、
③
Ｊ
Ａ
直
営
の
３
つ
で
議
論

い
た
し
ま
し
た
。
理
事
会
と
し
て
は
、
地
元
法
人
へ

の
賃
貸
・
売
却
等
で
交
渉
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

5
月
1
日
よ
り
経
済
連
直
営
で
管
理
運
営
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

《
意
見
・
要
望
》

⑤
固
定
資
産
取
得
の
中
で
ル
ミ
エ
ー
ル
の
祭
壇
一
式

（
控
室
）
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
、
控
室
に

祭
壇
が
必
要
な
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

【
回
　
答
】

　

現
在
、
ル
ミ
エ
ー
ル
で
の
葬
儀
は
、
大
斎
場
・
法

要
室
・
遺
族
控
室
で
の
葬
儀
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
い

第
15
回
Ｊ
Ａ
事
業
運
営
委
員
会
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ず
れ
も
一
般
葬
と
家
族
葬
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

遺
族
控
室
で
の
家
族
葬
に
対
応
す
る
た
め
、
２
つ

あ
る
遺
族
控
室
の
祭
壇
の
更
新
を
計
画
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

《
意
見
・
要
望
》

⑥
米
の
品
種
転
換
に
つ
い
て
、
来
年
の
令
和
８
年
産

よ
り
「
イ
ク
ヒ
カ
リ
」
か
ら
「
な
つ
ほ
の
か
」
へ
品

種
転
換
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
隣
接
す
る
肝
付

町
や
東
串
良
・
串
良
の
早
期
地
帯
で
も
こ
の
「
な
つ

ほ
の
か
」
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

　

ま
た
、「
な
つ
ほ
の
か
」
の
特
徴
と
し
て
、
い
も
ち

病
に
弱
い
と
あ
り
ま
す
が
、
現
在
実
施
し
て
い
る
カ

メ
ム
シ
を
対
象
に
し
た
航
空
防
除
と
併
せ
て
、
い
も

ち
病
の
航
空
防
除
も
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
お

聞
き
し
た
い
。

【
回
　
答
】

　
「
な
つ
ほ
の
か
」
は
、
県
内
で
は
Ｊ
Ａ
あ
お
ぞ
ら
が
、

平
成
28
年
頃
に
全
面
転
換
さ
れ
、
他
に
は
Ｊ
Ａ
鹿
児

島
い
ず
み
で
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
肝
属
管
内
で

申
し
ま
す
と
、
当
Ｊ
Ａ
は
育
苗
セ
ン
タ
ー
が
ご
ざ
い

ま
す
が
、
他
の
地
区
は
品
種
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
の
で
、
私
共
が
肝
属
地
区
で
の
先
進

地
と
し
て
進
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
い
も
ち
病
に
つ
い
て
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

並
み
と
い
う
こ
と
で
、
特
別
弱
い
訳
で
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
が
、
梅
雨
の
天
候
等
で
い
も
ち
病
が
心
配
さ
れ

る
時
に
は
、
個
別
防
除
と
い
う
形
で
実
施
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
あ
お
ぞ
ら
か
ら
も
特
に
い
も
ち
病
の
被
害
が
出

て
い
る
と
は
伺
っ
て
い
ま
せ
ん
。

《
意
見
・
要
望
》

⑦
大
隅
縦
貫
道
が
近
い
将
来
、

全
面
開
通
す
る
予
定
と
い
う
こ

と
だ
が
、
現
在
の
事
業
を
そ
の

ま
ま
継
続
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
も
重
要
で
す
が
、
個
人
的
に

は
部
門
に
よ
っ
て
は
開
通
前
の

早
い
機
会
に
色
々
と
検
討
を
し

て
、
組
合
員
・
利
用
者
等
に
周

知
を
し
て
改
革
を
し
て
い
く
事

も
良
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

【
回
　
答
】

　

現
在
、
特
に
Ａ
コ
ー
プ
事
業

が
厳
し
い
経
営
状
況
で
、
こ
れ

ま
で
も
定
期
的
に
理
事
会
等
で

経
営
改
善
や
今
後
の
方
向
性
等

に
つ
い
て
協
議
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
特
に
意
見
が
ご
ざ
い
ま

す
の
が
、
地
域
に
あ
る
唯
一
の

ス
ー
パ
ー
・
施
設
の
老
朽
化
、

移
動
販
売
車
や
従
業
員
の
雇
用

問
題
等
が
あ
り
ま
す
。

　

年
々
人
口
減
少
や
、
近
隣
に

競
合
店
が
進
出
し
て
き
て
お
り
、

Ａ
コ
ー
プ
事
業
は
、
内
部
・
外

部
環
境
も
含
め
、
再
度
事
業
の

再
編
・
見
直
し
を
協
議
・
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

順調に生育しますように

水稲育苗

　

２
月
26
日（
水
）よ
り
、水
稲
箱

苗
約
５
１
０
０
０
枚
の
播
種
作
業

が
始
ま
り
、順
調
に
生
育
し
た
箱

苗
が
３
月
29
日（
土
）か
ら
配
布
が

始
ま
り
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
で
は
、「
農

業
者
の
所
得
増
大
」・「
農
業
生
産

の
拡
大
」・「
地
域
の
活
性
化
」に

全
力
を
挙
げ
、主
食
用
お
米
の
安

定
生
産
・
安
定
供
給
を
図
る
た
め

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。 早

期
水
稲
（
イ
ク
ヒ
カ
リ
）

　
　
　
　
　
米
づ
く
り
始
ま
る
！

「
安
心
・
安
全
な
国
産
農
畜
産
物
の
安
定
供
給
」

　

田
植
え
の
別
名
を「
種
ま
き
入

道
」と
も
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
時
期
、水
田
の
あ
ち
こ
ち
で

田
植
え
機
や
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
行

き
か
い
、活
気
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。

　

田
植
え
後
は
、適
正
な
水
管
理

で
稲
の
生
育
を
促
進
し
、低
温
時

や
強
風
時
に
は
５
～
７
cm
程
度

の
深
水
管
理
を
行
い
、稲
を
保
護

し
な
が
ら
栽
培
管
理
・
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ニ
シ
防
除
対
策
等
の
徹
底
を

図
り
ま
し
ょ
う
。

　

飼
料
用
タ
チ
ア
オ
バ
は
４
月

21
日（
月
）頃
か
ら
播
種
が
始
ま

り
、配
布
は
５
月
10
日（
土
）頃

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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　近年の新ごぼうは、台風や酷暑の影響で発芽不良や生育不良による減収・品質低下が課題
となってきています。
　このようなことから、播種時期と作畝株間を検討し、実証試験による安定収量の確保と品
質向上に向けた取り組みを実施しました。
　倉ヶ崎 忠さんの圃場で１０月に播種し、１１月により不織布を被覆した、新たな新ごぼ
うの栽培体系の確立を図るとともに、最近課題となっている発芽不良の改善に向けて、播種
の深さも実証し、１０月上旬に１０ａ播種をして、畝を１条蒔き区、２条蒔き区と２通り作
り、さらに播種の深さを１．５ｃｍ、1 ｃｍ、8 ｍｍと３通りに分け、発芽率、生育、収量
の調査を行いました。

新ごぼう実証試験結果

　今回の実証試験で課題としていた、発芽率の低下は目標以上の結果を得ることがで
きましたが、病害や岐根が発生するなど課題も残されました。

　菌核病対策として、被覆前の剤散布と被覆途中も薬剤散布を実施したが、１月の暖冬
の影響による被害株が多くみられた。

　岐根の発生率もやや高かった。発生要因は、今後再検証し、対応策を講じる必要がある。

1

2

　播種時期と被覆栽培は、２月から３月出荷が可能と判断。

　条間は、１条植えの発芽率が高いことが確認できたため、今後は１条植えを推進する。

　種の深さは、試験した深さに差はなかったが、1.5㎝～２㎝の範囲内で調整し、乾燥条
件下では２㎝、通常の土壌水分下では 1.5㎝を目安に調整する。

　株間は、２条植えより１条植えの方が約２０％株数が少ないが、発芽率等を考慮した
場合、１条植えの株間５㎝が安定した収量を確保できる。

1

2

3

4

【所　見】

【課　題】
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　吾平町の基幹作物としてかぼちゃが挙げられていましたが、昨今高齢化等により栽培面積が減少傾
向にあるなか、打開策として、くり大将を試験的に栽培することになりました。くり大将の特徴は手
を入れず、省力化・半放任のかぼちゃで、大規模拡大できる品種であること、果重２Kg 前後の大果
が２番・３番でも着果後５０日～５５日で収穫ができ、早生で多収の品種です。栗のような甘さと高
い糖度が特徴と言われています。別名鉄コンかぼちゃとも言われ、農業用鉄コンテナ（大コンテナ）
に収穫したかぼちゃを保存・運搬をすることから名付けられたとされています。

くり大将 試験栽培

　３月１４日（金）、１９日（水）に「鉄コンかぼちゃ」（品種：くり
大将）の定植が行われました。「鉄コンかぼちゃ」は、手をかけない
作物ということで、兼業農家への普及拡大に向け、令和６年より栽培
を始め、２年目となる令和７年産は、生産者３名で９０ａの栽培を予
定しています。
　担い手不足、耕作放棄地の増加等、吾平町が抱える農業の問題は山
積しています。くり大将「鉄コンかぼちゃ」はこれらの問題解決への
救世主として、耕種・畜産農家はもちろん、農業をしていない方への

「副業」としても普及拡大を図っていく予定です。

ピーマン 
　全体的には順調な生育でしたが、一部のハウスでスリップスが多発、灌水不足による生育不良が見られ、今
後、高温時期に入るため、スリップスやうどんこ病の多発が懸念されるので、病害虫防除指導の徹底を図ります。

ナ ス
　病害虫の発生も少なく、全体的には順調な生育、出荷をしています。

ゴボウ
　新ごぼうは、１０月蒔きの不織布被覆栽培の取り組むとともに２条蒔きから１条蒔きに作型を変
えて取り組んでいます。夏サラダごぼうは、4名の生産者で約1.2haの作付けとなりました。

かぼちゃ
　ハウスかぼちゃは、３名の生産者が約 40aを１月上旬に定植し、２月下旬より交配を始め順調な
生育です。ポリタフ栽培は、７名の生産者で約１.６haの作付けとなりました。
　3月3日の春一番により２名の圃場でトンネルがはがれましたが、早急な復旧により順調に発芽しました。

鉄コンかぼちゃ
　３名の生産者で約９０aの作付けとなりました。
　３月１５日と２０日に定植し、反収 1.2ｔ・Ａ品率 40％を目標に取り組んでいます。

ばれいしょ
　６名の生産者が 5.8haを２月上旬～下旬にかけ植付けし、病害虫の早期発見に努め、早い段階で
駆除しましょう。６月に収穫を計画しています。

２月

子牛セリ

性　　別 頭　　数 体重平均 最　　高 最　　低 価格平均
め　す 36 279 648,000 351,000 501,111
去　勢 43 304 854,000 100,000 626,233

雄 1 220 850,000 850,000 850,000
合　計 80 292 854,000 100,000 572,725

３月

子牛セリ

性　　別 頭　　数 体重平均 最　　高 最　　低 価格平均
め　す 44 277 685,000 395,000 514,045
去　勢 40 299 802,000 100,000 653,675

雄 84 288 802,000 100,000 580,536
合　計 80 292 854,000 100,000 572,725

作物ハイライト

毎月、 子牛せり市が開催される週の平日の５日間、 母牛用飼料と一般
ふすまの特売実施中！子牛初セリ市子牛初セリ市
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ＪＡ共済　地域・農業活性化促進助成金事業活用ＪＡ共済　地域・農業活性化促進助成金事業活用ＪＡ共済　地域・農業活性化促進助成金事業活用ＪＡ共済　地域・農業活性化促進助成金事業活用
　ＪＡでは、２月２０日（木）「ＪＡ共済　地域・
農業活性化促進助成金」を活用して、地産地消の
推進と食農教育の一環として、次代を担う子供た
ちへ鹿児島黒牛をＰＲするとともに、地元食材の
素晴らしさや牛肉の美味しさを伝えるため、管内
小・中学校の学校給食を作っている鹿屋市吾平学
校給食センターへ、日本一の鹿児島黒牛５０㎏約
５０万円相当（６２０食×２日間分）を提供させ
ていただきました。
　学校給食センターでは、２１日（金）焼き肉丼、
２５日（火）きんぴらごぼうが学校給食で提供さ
れました。「生徒からは、肉が柔らかくて美味しい。
やっぱり日本一の鹿児島黒牛は美味しい。ＪＡの
皆さんありがとうございます。」と話していただき
ました。
　また、災害時における防災対策の一環として、
同日に吾平町管内の保育園・幼稚園４園へ防災グッ
ズ約３０万円相当分を贈呈しました。
　畠添組合長は、「未来・夢のある子供たちの食と
農・生命を守り、安心・安全な地域社会づくりを
めざして、これからもＪＡは組合員・地域の皆さ
まと共に農業振興・地域活性化の取り組みを強化
してまいります。」とあいさつしました。

時
代
を
担
う
子
供
た
ち
へ

　
学
校
給
食
で
小
・
中
学
生
応
援

　
防
災
グ
ッ
ズ
で
園
児
を
応
援
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今日も一日ご安全に！
　～ＪＡグループ鹿児島　春の農作業安全月間～

３月３日（土）

ＫＫＢ鹿児島放送

「ＭＯＧＵＭＯＧＵふぁーむ」とは、食料・農業およ
びＪＡに対する一般県民の理解と支持を得るとともに、ＪＡ
グループ鹿児島のイメージアップを図るための統一広報活動
の一環として放送し、鹿児島の農業や食の魅力を広く視聴
者へＰＲすることを目的に放映されています。

　「ＭＯＧＵＭＯＧＵふぁーむ」で、肉用牛繁殖農家　立野 
諭さんが紹介されました。
　「肉用牛繁殖農家として２５年の経験を積み上げ、繁殖牛
６３頭飼養している。『繁殖農家』とは、母牛に子牛を生ませその子牛を約９カ月ほどまで育て
て子牛セリに出荷します。良質な母牛を確保し、母牛の発情期を逃さずに種付けをして、いか
に効率的に子牛を生産するかが経営のポイントです。種付けする種雄牛も血統や体形、資質に
優れたものを選び、長持ちする牛に育てることを基本に、そのためには良質な粗飼料が重要な

要因で、ＪＡの果たす役割は大きいと思います。
　肉用牛繁殖農家としての基盤を強固なものにして、後
継者である息子へバトンを繋げられるように現在は奮闘
中です。」と話していただきました。

　４月から６月はＪＡグループ鹿児島「春の農作業安全月間」です。
　1 件の死亡事故の裏側には、２９件の傷害事故と３００件の「ヒヤリ・ハット」が存在
しています。「ヒヤリ・ハット」をなくして労災事故を減らしましょう。

立野　諭さん（立元班）

武田アナウンサーブラッシング体験

ベテラン農家の皆さんは長年の

慣れや油断により、危険な行為

の感受性が低くなり、事故に至

ることが多くなるよ

「労災保険」への加入はお済ですか？

万一に備えて労災保険に加入しましょう！

※労災保険は、お近くのＪＡで加入できます。

《問合せ》
営農企画課 ５８－５０６０

鹿児島県農協労働保険事務組合
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　３月１３（木）～１６日（日）の４日間、ＪＡグループ鹿児島の県内Ａコープ
全店舗などにて、「春のたわわ祭り」が開催されました。
　たわわタウン谷山オープン１０周年祭スペシャルイベントでは、県内各ＪＡの
キャラクターが紹介され、当ＪＡマスコットキャラクターみさとちゃんも参加し
ました。連日、多くのお客様にご来場いただき、大盛況のうちに幕を閉じました。

　「たわわのわ」では、鹿児島の旬の農畜産物や、生産者の熱い想い、鹿児島の農
業の歴史など「たわわタウン＝鹿児島県」の様々な情報を毎週紹介しています！
　３月１８日（火）川原田レポーターが、農畜産物・農業の魅力を学びながら、
鹿児島の食の豊かさをお届けし、４月１７日（木）は、よ・い・なすの日【なす

感謝！ 感謝！

MBC テレビ
『たわわのわ』

４月１３日（日）
11:40 ～ 11:45 放送

MBCテレビ『たわわのわ』

び記念日】ということで、ＪＡ肝付吾平町管内
のなす生産者山本 久さんのなすハウスの取材が
ありました。
　山本さんは、就農のきっかけやナス栽培に最
適な環境づくりを行うなど、こだわり栽培によ
り、今後も消費者の皆さんに美味しいと思って
もらえる、なすを育てていきたいですと話して
いただきました。

筑陽なす

(8)



　４月９日（水）、鶴峰小学校では、
自分の手でもち苗（峰の雪もち）を
植え付けることにより、稲作農家の
苦労や、働くことの大切さを学ぶこ
とを目的に、ＰＴＡ・先生方も加わ
り全校児童２０名で田植え（ＪＡ出
前事業）を体験しました。鶴峰小学
校の伝統行事として長い間続いた
田植え体験学習が、今回で終了とな
りました。出前授業では、営農指

鶴峰小学校児童
最後の田植え（出前授業）体験学習（表紙）

導課の中村正一課長による田植えの指導が行われ、児童は待ちに待った田植えと
あって、満面の笑みで田の中へと入って行きました。田植えから生育観察、草取り、
タニシ取り、収穫までを授業の一環とし、８月に稲刈りをして１２月に餅つきが
行われます。
　美味しいお餅が食べられることを楽しみに楽しい田植えが行われました。

　毎日たくさん食べているお米、何でも知っていると思うかもしれない。実は知
らないことがあるはず、お米のことどれくらい知っているかな？

お米クイズ

お米の収穫が、いつも

の年より多いのは？

苗が何cmぐらいに

なったら田植えOK？

朝ごはんを食べると

どんな効果がある？

❶工作　 

❷豊作　 

❸連作

❶3㎝前後 

❷12㎝前後 

❸30㎝前後

❶寒くなる 

❷やる気が出て勉強がはかどる

❸おこりっぽくなる 

解答．２番　豊作 解答．２番12㎝前後 解答．２番

連作は同じ作物を何度もくり返し同じ

田畑（たはた）で育てることです。豊作

はたくさんお米ができたという意味で

すね。

短くても長くても植えにくいので、12cm

ぐらいですと植えやすく、ちょうどよいの

です。

朝ごはんを食べると、ねむっていた脳み

そが目をさまし、栄養も補給されるので

やる気が出ます。

1 2 3

　ＪＡでは、「食農教育」の一環とし
て「肥料・もち苗」を無償提供し、
農作物を食べるだけではなく、育て
ることから農業への関心を持っても
らい、子供たちに農作物に対する感
謝の心や、食と農の大切さを学んで
もらうため、これからも食農教育活
動に取り組んでまいります。
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平素は当ＪＡをご利用いただきまして誠にありがとうございます。ゴールデンウィークは当ＡＴＭを以下の対応で稼働いたします。

休止日はありませんが、お引出し等をお早めにご準備いただきますようお願い申し上げます。
＊ご不明な点は金融共済課（貯金）へお問い合わせください。問合先　金融共済課（貯金）ＴＥＬ５８- ６５３８

ゴールデンウィークのＡＴＭ稼働予定

月日 ５月３日（土） ５月４日（日） ５月５日（月） ５月６日（火） ５月７日（水）

稼働時間 7:00～20:00 7:00～20:00 7:00～20:00 7:00～20:00 7:00～20:00

お知らせ
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※５月１３日（火）（ＪＡ本所）対象者　正組合員　事業報告会開催　
※５月２７日（火）（ＪＡ本所）対象者　  総　代 　第１９回通常総代会

（午前１０時開催）
総代の方々へは、別途通知書が郵送されますので、確認をお願いいたします。

　家の光創刊１００周年を迎えました。『家の光』
は JA グループが発行する家庭雑誌です。“ 協同
の心 ” を育む家庭雑誌として、大正 14 年に創刊
しました。 
　「食と農」「暮らし」「協同」「家族」という4
つの柱をたいせつにし、JA 組合員をはじめ地域
の人々の暮らしに役立つ情報を掲載しています。
　家の光は毎月発行しています。

お知らせ

第
一
回
理
事
会
（
三
月
十
一
日
）

①　

中
期
三
カ
年
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

②　

令
和
七
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

③　

令
和
六
年
度
決
算
速
報
及
び
令
和
六
年
度
剰
余
金
処
分

　
（
案
）の
方
針
に
つ
い
て

④　

職
員
・
従
業
員
等
に
対
す
る
年
度
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

⑤　

出
資
口
数
の
減
口
に
つ
い
て

⑥　

一
組
合
員
（
同
一
人
自
身
）
に
対
す
る
信
用
供
与
等
の
最
高

　

限
度
額
に
つ
い
て

⑦　

同
一
人
に
対
す
る
信
用
供
与
等
の
最
高
限
度
額
に
つ
い
て

⑧　

一
員
外
者
（
同
一
人
自
身
）
に
対
す
る
信
用
供
与
等
の
最
高

　

限
度
額
に
つ
い
て

⑨　

地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
信
用
供
与
等
の
最
高
限
度
額
に

　

つ
い
て

⑩　

貸
出
金
利
率
の
最
高
限
度
に
つ
い
て

⑪　

借
入
金
の
最
高
限
度
に
つ
い
て

⑫　

余
裕
金
の
運
用
方
針
と
運
用
方
法
に
つ
い
て

⑬　

令
和
七
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
実
践
計
画
に
つ
い
て

⑭　

令
和
七
年
度
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針
運
用
計
画

　
（
案
）に
つ
い
て

第
二
回
理
事
会
（
三
月
三
十
一
日
）

①　

令
和
六
年
度
資
産
自
己
査
定
結
果
に
つ
い
て

②　

令
和
六
年
度
一
般
貸
倒
引
当
金
の
計
上
に
つ
い
て

③　

令
和
六
年
度
に
お
け
る
固
定
資
産
減
損
会
計
に
つ
い
て

④　

令
和
六
年
度
に
お
け
る
税
効
果
会
計
に
つ
い
て

⑤　

令
和
六
年
度
決
算
に
つ
い
て

⑥　

剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て

⑦　

給
与
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

⑧　

信
用
事
業
方
法
書
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

理
事
会
だ
よ
り

あなたと私のＡコープ

1. 安さ納得宣言

2. レインボーセール

【Ａコープ豆知識】

※　お買い得品をより厳選して  
　お届けいたします。
※　毎月お買い得商品が変わ
　ります。
※　こだわりと納得のいく安さ
※　店内にチラシを貼ってい
　ますのでお見逃しなく

「農業」と「生活」を守る

食の安全を守る国土と環境を守る

国産原料の

優先使用

《問合せ先：Ａコープ肝付あいら店５８－８７１１》

月曜日 子育て支援の日
火曜日 ちょっきり市・ポイント３倍
水曜日 ちょっきり市
木曜日 年金友の会員ディの日
金曜日 白たまご特売日
土曜日 ポイント５倍
日曜日 3,000 円お買上げの方白たまご進呈

家計応援

企画管理課：５８－６５１１まで
購読ご希望の方は
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編
集
後
記

編
集
後
記

　
花
吹
雪
か
ら
葉
桜
と
な
り
、
晩
春
の

愁
い
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

田
畑
で
は
、
早
期
水
稲
や
甘
藷
の
植
え

付
け
も
順
調
に
す
す
み
、
５
月
か
ら
は

春
か
ぼ
ち
ゃ
の
出
荷
等
忙
し
い
時
期
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
二
十
三
年
四
月
に
吾
平
町
農

業
協
同
組
合
と
し
て
設
立
さ
れ
、
今

年
度
、
七
十
七
年
を
迎
え
ま
す
。
人

間
で
云
う
と
「
喜
寿
」
を
迎
え
ま
す
。

が
、
今
日
ま
で
の
激
動
の
時
代
に
幾

多
の
変
遷
を
経
て
、
経
営
を
続
け
て

こ
ら
れ
た
こ
と
は
、
組
合
員
・
地
域

住
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

と
先
輩
方
の
弛
ま
ぬ
努
力
、
そ
し
て

鹿
屋
市
を
は
じ
め
関
係
機
関
の
ご
指

導
・
ご
支
援
の
賜
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
七
年
度
も
こ
れ
ま
で
以
上
に

組
合
員
・
地
域
住
民
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
役
職
員
・
従
業
員
等
一
体
と

な
り
、
信
頼
さ
れ
る
元
気
な
Ｊ
Ａ
を

め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
季
節
の
変
わ
り
目
は
体
調
を
崩
し

や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　
健
康
管
理
・
安
全
管
理
等
充
分
に

留
意
さ
れ
、
農
作
業
等
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

５月～６月の行事予定５月～６月の行事予定
日 月 火 水 木 金 土

4/27 28 29 30 5/1 2 3
昭和の日 年金友の会員デー 憲 法 記 念 日         

利 用者感 謝デー
（給油所）

4 5 6 7 8 9 10

みどりの日 こどもの日 振替休日 年金友の会員デー 利 用者感 謝デー
（給油所）

11 12 13 14 15 16 17

事業報告会 年金友の会員デー 利 用者感 謝デー
（給油所）

18 19 20 21 22 23 24
【定休日】

Ａコ ー プ・ オ ー
トパル・第１SS

年金友の会員デー 利用者感謝デー
（給油所）

25 26 27 28 29 30 31
第１9回通常
総代会

年金友の会員デー 利用者感謝デー
（給油所）

6/1 2 3 4 5 6 7
年金友の会員デー 利用者感謝デー

（給油所）

子牛せり市子牛せり市

ふれあい訪問日ふれあい訪問日

働きがい・やりがいのある職場です。
※　詳細は企画管理課まで

TEL:58-6511

職員・従業員を募集しています！
問合せ先：企画管理課　５８－６５１１

ふれあい訪問日ふれあい訪問日

農家組合員・地域のために

地元のＪＡで一緒に働きませんか。

元気・やる気・勇気 ３気で

一緒に頑張りましょう！

企画管理課 : 飯ケ谷 匠二 企画管理課：瀬崎 愛梨奈 購買課：樋高 頌平

ＪＡ肝付吾町
当ＪＡ（農業協同組合）で

一緒に働きませんか・・・！

年金友の会
ゴルフ大会

肝属地区
春季畜産共進会

(12)


